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分担研究報告書 

 

慢性疼痛診療システムの均てん化と 

痛みセンター診療データベースの活用による医療向上を目指す研究 

 

研究分担者  北原 雅樹 横浜市立大学市民総合医療センター 診療教授／診療部長 

 

研究要旨 

学際的痛みセンターは慢性痛の包括的治療をするために不可欠で、その役割は診療だけでな

く、慢性の痛みに対する一般及び医療職への知識の普及啓発、慢性の痛みの診療知識の医療者

教育、そしてそれらを有機的に働かせるための診療体制の構築などの多岐にわたる。横浜市立

大学附属市民総合医療センターペインクリニック内科では、新型コロナウィルスでの影響下で

face to face の講習会などが難しい中、普及啓発としてYouTube でのオンライン医療者講習会

のシステムを構築し、「慢性の痛み講座 北原先生の痛み塾」のチャンネルを 2020年度に公開

した。2021年度は「慢性の痛み講座 北原先生の痛み塾」のチャンネルを継続し、その結果、

チャンネル登録者数 4,000人、のべ視聴回数 20万回を超えた。また、歯科医科連携の嚆矢と

して東京医科歯科大学歯科心身医療科 豊福明先生を。患者のセルフマネジメントについて 2回

にわたり、日本セルフマネジメント協会理事長 岡谷恵子先生/八千代病院精神科医師 森田療法

認定医 平林万紀彦先生と曹洞宗恐山菩提寺院代 南直哉師をお招きして討論会をお開催した。

 

Ａ．研究目的 

慢性痛は生活習慣と密接に関係しているた

め、地域の医療者、行政、一般市民に対する

教育・啓発・広報活動は極めて重要である。 

一方、当科では、厚生労働行政推進調査事

業費補助金（慢性の痛み政策研究事業）のほ

かに、厚生労働省モデル事業「厚生労働省 

慢性疼痛診療システム普及・人材養成モデル

事業」および当科独自の教育・広報・啓発活

動を行っており、それらを分離して論じるこ

とは不可能である。総合的な内容は別紙（厚

生労働省 慢性疼痛診療システム普及・人材

養成モデル事業 関東甲信越地区 2021年度

事業報告書）を見ていただきたい。本報告書

では、その中から 2021年 11月 21日に主催

した歯科医科連携の公演・討論会をとりあげ

る。 

 

Ｂ．研究方法 

 

当講演会は 2021年 11月 21日の 10：00か 

ら 12：00までで行われた。対象は医療者であ

り講師には国立大学法人 東京医科歯科大学 

大学院医歯学総合研究科教授の豊福明先生を

招聘した。事前の申し込みは 161 名であり、

当日は少なくとも 112 名が参加した。講演会

は予定通りの時間で行われた。 

 

Ｃ．研究結果 

講演会の申し込みは 161 名であった。詳細

は(表 1)のとおりである。男性の参加者が多く、

女性の平均年齢が低い傾向があった。最大値

は 99歳で、次いで 77歳の人物が高齢であっ

た。年齢の最小値は 23歳であった。 

表 1 参加申込者の人数と年齢 

 

項目 人数 平均年齢 年齢SD

全体 161 50.42 11.09

男性 110 51.38 11.73

女性 49 48.37 9.40

性別無回答 2 48.00 0.00
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参加申し込みのあった職種では、歯科医師

が最も多く、全体の約 39％を占めていた。次

いで医師が多く約 21％であった（表 2）。 

表２ 参加申込者の職種 

 

 

講演会は Zoom で行われた。当日は、予定

通り 10時に開始され 12時を数分過ぎて終了

した。記録に残っている限りでは、112名の参

加があった。 

講演会終了後に参加申込者にアンケートに

回答してもらった。アンケートは、当日参加

できた人用のものとできなかった人のもの用

の 2 種類が用意された。参加できた人用のア

ンケートには 48 件の回答があり（表 3）、参

加できなかった人用のアンケートには 9 件の

回答があった。 

参加できなかった人用のアンケートでは、

平均年齢は約 50歳であり、男性 5名、女性 2

名、性別無回答 2 名であった。参加できなか

った理由として最も多かったのは「当日別の

予定が入ってしまった」で 8 件であった。そ

の他失念していた人物もいた。 

講演会の内容が難しかったか易しかったか

を尋ねた。その結果、易しくも難しくもない

という回答が最も多く、難しい内容だったと

いう回答はなかった（表 4）。講演会の運営に

ついての評価もおおむね好意的な内容であっ

た（表 5）。 

 

表 3 参加者の人数と年齢 

 

表４ 講演会の難易度

 

表５ 講演会の運営についての評価 

 

 

D．考察 

事前申込人数 161 名に対して、当日参加者

が 112 名であり、約 70%の参加率であった。

これは今まで当科で開催してきた、一般的な

様々なオンライン講演・討論会の参加率とほ

ぼ同じである。オンラインの場合、参加者数

が当日かなり増減しても、滞りなく対応でき

る、という利点がある。 

内容に関して「難しい」と回答した参加者

がいなかったのは、対象を医療者に絞ってい

たことが要因と思われる。一般市民を対象と

した場合には、内容の設定により困難が生じ

ると考えられる。 

講演会の運営についての評価では、全体平

均で4.49という極めて高い評価をいただいた。

職種 人数 割合

歯科医師 62 39%

医師 34 21%

理学療法士 16 10%

鍼灸師・あん摩マッサージ指圧師等 12 7%

薬剤師 7 4%

看護師 6 4%

心理士(師) 3 2%

柔道整復師 3 2%

教員 2 1%

作業療法士 2 1%

その他 14 9%

項目 人数 平均年齢 年齢SD

全体 48 52.35 9.52

男性 36 53.03 10.40

女性 12 50.33 5.73

性別無回答 0
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これは、もちろん講演者の話題や話し方がよ

かったことが主因であろうが、また当科での

オンライン開催のノウハウが蓄積されてきた

ことも重要であろう。 

 

Ｅ．結論 

オンラインでの慢性痛についての教育・啓

発・広報活動は極めて有効性が高く、コスト

パフォーマンスが良好と思われる。 

今後は、オンラインを主軸として、必要に

応じて対面式の講演・討論・研修会を併用し

ていくことで、より高い効果を得られると考

えられる。 

 

Ｆ．健康危険情報 

総括研究報告書にまとめて記載。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 

1.特許取得 

なし 

2.実用新案登録 

なし 

3.その他 

なし 

 


